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松尾公民館松尾公民館
夜間ソフトボール連盟50周年夜間ソフトボール連盟50周年

５月末現在の松尾の人口

　男　性　　6,057 人
　女　性　　6,546 人

　　計　　  12,603 人

　世帯数　    5,520世帯　 随時更新しています！

松尾地区ＨＰを
ご覧ください！
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会
長 

久
保
田 

泰
弘（
城
区
）

　

5
月
２４
日
飯
田
風
越
高
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
松
尾
公
民
館
夜
間
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
連
盟
の
創
立
５０
周
年
を

記
念
し
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

実
業
団
リ
ー
グ
に
所
属
す
る

「
大
和
電
機
ブ
ル
ー
レ
イ
カ
ー
ズ
」

を
招
待
、
ま
た
飯
田
風
越
高
校
、

飯
田
女
子
高
校
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
、
さ
ら
に
小
中
学
生
チ
ー
ム

「
ブ
レ
イ
ブ
ド
リ
ー
ム
ズ
」
の
選

手
た
ち
も
参
加
し
世
代
を
超
え
た

交
流
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
は
大
和
電
機
の
選
手
に
よ

る
技
術
講
習
が
行
な
わ
れ
、
打
撃

や
ピ
ッ
チ
ン
グ
、
守
備
の
丁
寧
な

指
導
が
続
き
、
参
加
者
は
真
剣
な

眼
差
し
で
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
交
流
試
合
が
行
な

わ
れ
、大
和
電
機
と
対
戦
し
た
連
盟

Ａ
リ
ー
グ
の
選
手
た
ち
は
、
レ
ベ

ル
の
違
い
に
も
必
死
に
食
ら
い
つ

き
、好
ゲ
ー
ム
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
５０
才
以
上
の
チ
ー

ム
と
対
戦
し
、
大
人
た
ち
の
好
珍

謎
プ
レ
ー
に
戸
惑
い
つ
つ
も
楽
し

い
試
合
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
式
後
に
は
、
大
和
電
機

グ
ッ
ズ
が
も
ら
え
る
ジ
ャ
ン
ケ
ン

大
会
と
選
手
の
サ
イ
ン
会
が
行
な

わ
れ
、
目
当
て
の
選
手
の
サ
イ
ン

を
も
ら
お
う
と
、
予
定
時
間
を
大

幅
に
オ
ー
バ
ー
す
る
ほ
ど
子
ど
も

た
ち
の
長
い
列
が
続
い
て
い
ま
し

た
。

　

記
念
す
べ
き
節
目
に
ふ
さ
わ
し

い
１
日
と
な
り
、
地
域
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
熱
が
さ
ら
に
高
ま
る
催
し

と
な
り
ま
し
た
。

５０
周
年
に
あ
た
り

松
尾
公
民
館

夜
間
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟

　

松
尾
公
民

館
夜
間
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
連
盟
は

今
年
５０
周
年
の

節
目
を
迎
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
半
世

紀
、
多
く
の
方
々
の
ご
苦
労
と
地

域
や
家
族
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
今
が
迎
え
ら
れ
て
い
る
と
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
連
盟
で
は
、
５０
周
年
記
念

事
業
と
し
て
、
５
月
２４
日
に
下
諏

訪
に
本
拠
地
を
置
き
、
日
本
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
の
強
豪
チ
ー

ム
「
大
和
電
機
ブ
ル
ー
レ
イ
カ
ー

ズ
」
に
来
て
い
た
だ
き
、
講
習
会
・

交
流
戦
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、

松
尾
夜
間
ソ
フ
ト
の
選
手
だ
け
で
は

な
く
、
飯
田
市
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

活
動
を
し
て
い
る
小
・
中
・
高
校
生

に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
盛
大
に

行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
一
流

の
選
手
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
私

達
も
学
生
も
ワ
ン
ラ
ン
ク
技
術
が
向

上
し
た
感
じ
が
す
る
と
共
に
、
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
プ
レ
ー
の
迫
力
と
動
き

の
素
早
さ
に
驚
き
を
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
を
通
じ
、
夜
間
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
間
で
の

交
流
が
で
き
ま
し
た
。
次
の
１０
年
、

そ
し
て
未
来
に
向
け
て
ま
す
ま
す

松
尾
公
民
館
夜
間
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

連
盟
が
発
展
す
る
こ
と
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。
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選
手
活
躍

　

第
４０
回
飯
田
や
ま
び
こ
マ
ー
チ

が
４
月
２５
日
市
内
で
開
か
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
新
緑
の
広
が
る
南

信
州
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
歩
き
進
め
ま

し
た
。

　

松
尾
公
民
館
に
は
、
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
、
３
コ
ー

ス
、３
１
５
人
が
通
過
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
が
到
着
す
る
と
、
飯
田

短
期
大
学
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
公
民
館
役
員

が
温
か
く
迎
え
、

冷
た
い
り
ん
ご

ジ
ュ
ー
ス
や
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
を
手

渡
し
た
り
、
声
を

掛
け
た
り
し
て
交

流
す
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。ま
た
、

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
豚
汁
も

振
る
舞
わ
れ
大
変

好
評
で
し
た
。

　

毎
年
参
加
し
て

い
る
ウ
ォ
ー
カ
ー

も
多
く
「
今
年
も

来
ら
れ
て
う
れ
し

い
」「
こ
の
休
憩
所

を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
」
と
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
し

た
。
参
加
者
の
中

に
は
大
会
役
員
と

１
年
ぶ
り
の
再
会

を
喜
ぶ
人
も
お

り
、「
ま
た
会
え

た
ね
」
と
声
を
掛
け
合
い
記
念
撮

影
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

長
年
続
く
大
会
な
ら
で
は
の
親

し
み
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
感

じ
ら
れ
、
休
憩
所
は
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。

　

皆
、
休
憩
が
終
わ
る
と
「
ま
た

来
る
ね
」
と
最
終
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
笑
顔
で
出
発
し
て
行
き
ま
し

た
。

　

塩
澤
晴
さ
ん（
明
区
、
緑
ヶ
丘

中
出
身
、
現
在
は
東
海
大
甲
府
高

３
年
）が
全
日
本
柔
道
連
盟
の
男

子
９０
㌔
級
Ｃ
強
化
選
手
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

全
国
中
学
校
柔
道
大
会
９０
㌔
級

５
位
、
そ
し
て
関
東
高
校
選
抜
で

は
優
勝
。将
来
は
世
界
を
目
指
し
、

目
の
前
の
試
合
に
一
つ
一
つ
勝
ち

進
ん
で
い
こ
う
と
気
を
引
き
締
め

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

６
月
１
日
、
松
尾
小

学
校
６
年
生
が
恒
例
の

手
作
り
ロ
ケ
ッ
ト
を
打

ち
上
げ
る
体
験
を
行
い

ま
し
た
。

　

松
尾
地
区
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
青
少
年
健
全

育
成
部
と
松
尾
サ
イ
エ

ン
ス
の
ス
タ
ッ
フ
が
協

力
し
２
ク
ラ
ス
ず
つ
に

分
か
れ
て
ロ
ケ
ッ
ト
を

作
り
ま
し
た
。

　

お
も
し
ろ
科
学
工
房
の
三

浦
宏
子
さ
ん
の
指
導
に
よ

り
、
は
じ
め
に
カ
レ
ン
ダ
ー

の
隅
に
両
面
テ
ー
プ
で
エ
ン

ジ
ン
を
取
り
付
け
、
そ
の
カ

レ
ン
ダ
ー
を
丸
め
、
羽
を
セ

ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
で
止
め
て
作
り
ま

し
た
。
慣
れ
な
い
作
業
に
手
こ
ず

る
児
童
も
い
ま
し
た
が
、
無
事
作

り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
校
庭
に
て
、
児
童
の

大
き
な
声
に
よ
る
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
に
合
わ
せ
て
ス
イ
ッ
チ
を
押
す

と
、
迫
力
あ
る
音
を
た
て
、
１
度

に
４
基
の
ロ
ケ
ッ
ト
が
勢
い
よ
く

打
ち
上
が
り
、
約
1
5
0
㍍
の

高
さ
に
到
達
し
ま
し
た
。
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
が
開
き
ゆ
っ
く
り
落
下

し
て
く
る
ロ
ケ
ッ
ト
を
捕
ま
え
よ

う
と
児
童
た
ち
は
一
生
懸
命
駆
け

出
し
て
行
き
ま
し
た
。
約
1
2
0

基
の
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
が
見
事

柔 

道　

塩
澤　
　

晴 

さ
ん

第40回
飯田やまびこマーチ

　

松
尾
少
年
・
少
女
消
防
ク
ラ
ブ

は
消
防
団
と
協
力
し
て
松
尾
の
安

全
を
守
る
た
め
様
々
な
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
飯
田
消
防
署
の
施
設

見
学
、
消
防
団
の
訓
練
見
学
、
放

水
体
験
な
ど
の
活
動
を
し
た
り
、

積
載
車
に
乗
せ
て
も
ら
い
松
尾
地

区
内
で
広
報
を
し
て
地
域
の
皆
様

に
防
火
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
続
け
て
い
る

成
果
と
し
て
、
平
成
３０
年
度
に
も

受
賞
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が

昨
年
度
も
優
良
な
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
と
し
て
消
防
庁
長
官
賞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
各
種
活
動
の
中
に

は
保
護
者
の
皆
様
も
ご
参
加
で
き

る
活
動
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お

子
様
と
一
緒
に
活
動
に
参
加
し
て

防
災
教
育
、
知
識
を
学
ぶ
場
所
と

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

松
尾
少
年
・

　
　
少
女
消
防
ク
ラ
ブ

令
和
７
年
度
幹
事
長

　
代
田
　
和
貴

に
成
功
し
、
大
き

な
拍
手
と
歓
声
が

送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

真
夏
の
よ
う
な

青
空
の
下
で
暑
さ

を
吹
き
飛
ば
す
貴

重
な
科
学
実
験
教

室
を
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

青空に向けてカウントダウン青空に向けてカウントダウン

公民館でおもてなし公民館でおもてなし

ショウサンの前で記念撮影ショウサンの前で記念撮影
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安
心
、
安
全
の
街
を
め
ざ
し
て

安
心
、
安
全
の
街
を
め
ざ
し
て

松
尾
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
会
長　

平
　
澤
　
勇
　
治

　

今
年
度
よ
り
松
尾
地
区
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
会
長
を
務
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
明
区
の
平
澤
で
す
。

　

日
頃
よ
り
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

の
事
業
に
対
し
、ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
五
八
災
害
時
か

ら
熱
望
し
て
い
ま
し
た
固
定
式
内

水
排
除
ポ
ン
プ
が
金
色
洞
川
に
設

置
さ
れ
、
続
い
て
今
年
も
飯
田
市

に
よ
り
祝
井
沢
川
に
内
水
排
除
ポ

ン
プ
が
設
置
さ
れ
、
先
日
市
職
員

に
よ
る
操
作
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
上
流
地
域
か
ら
支
流
へ
の
雨

水
流
入
も
含
め
、
ま
だ
課
題
は
あ

り
ま
す
が
、
課
題
解
消
に
向
け
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

八
幡
町
区
の
国
道
交
差
点
の
交

通
緩
和
工
事
に
続
き
、
伊
那
生
田

飯
田
線
の
道
路
改
良
等
も
積
極
的

に
推
進
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し

た
「
松
尾
ま
つ
り
＆
ほ
っ
湯
マ
ル

シ
ェ
」
を
今
年
度
も
開
催
致
し
ま

す
。
こ
の
事
業
は
第
３
次
基
本
構

想
に
基
づ
い
た
事
業
の
一
環
で
す
。

　

子
育
て
の
分
野
で
は
「
松
尾
の

子
ど
も
は
松
尾
で
育
て
る
」
を
基

本
に
、
緑
ヶ
丘
学
園
と
共
に
連
携

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

近
年
の
松
尾
地
区
を
取
り
巻
く

情
勢
の
変
化
に
は
著
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
遅
れ
る
こ
と
無
く
取

り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
皆
様
の

ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
か
な
け

れ
ば
叶
わ
な
い
こ
と
と
考
え
ま
す
。

　

地
区
の
皆
様
と
一
体
感
を
持
っ

て
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

５
月
１３
日
、
松
尾
公
民
館
ホ
ー

ル
に
て
「
令
和
７
年
度
松
尾
地
区

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
第
２
回
総

会
」
が
開
催
さ
れ
、
同
年
度
の
事

業
報
告
、
な
ら
び
に
会
計
決
算
・

監
査
報
告
が
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

事
業
報
告
に
お
い
て
、
鋤
柄
富

男
会
長
は
今
年
度
の
主
要
な
成
果

と
し
て
３
つ
の
事
業
を
挙
げ
ま
し

た
。
地
域
の
貴
重
な
財
産
を
守
る

「
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
保
全
」、
魅

力
を
広
く
発
信
し
た
「
鳩
ヶ
嶺
八

幡
宮
紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」、
そ

し
て
新
た
な
試
み
と
し
て
住
民
手

作
り
で
開
催
さ
れ
た
「
第
１
回
松

尾
ま
つ
り
＆
ほ
っ
湯
マ
ル
シ
ェ
」

で
す
。
と
く
に
松
尾
ま
つ
り
の
開

催
は
、
地
域
の
絆
を
深
め
る
大
き

な
成
果
を
上
げ
ま
し
た
。

　

本
総
会
を
も
っ
て
、
令
和
４
年

度
よ
り
委
員
会
を
牽
引
し
た
鋤
柄

会
長
が
任
期
満
了
を
迎
え
、
新
た

に
平
澤
勇
治
氏
が
新
会
長
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
鋤
柄
前
会
長
は
、

第
３
次
基
本
構
想
「
や
ら
ま
い
か

松
尾
」
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
、
先

の
３
事
業
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な

地
域
課
題
解
決
に
力
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
平
澤
新
会
長
の
も
と
、

新
体
制
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
が
、
住
民
の
皆
様
と
心
と
力
を

合
わ
せ
、
さ
ら
な
る
魅
力
あ
る
松

令
和
７
年
度 

松
尾
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
総
会
開
催

令
和
８
年
度
は
新
会
長
に
平
澤
勇
治
氏 

尾
地
区
の

実
現
を
目

指
す
こ
と

に
な
り
ま

す
。
引
き

続
き
、
地

域
活
動
へ

の
ご
理
解

と
ご
協
力

を
お
願
い

い
た
し
ま

す
。

◎あなたと一緒につくる私たちのまち
・松尾への地域愛の醸成
・多様な価値観が共存する、新時代の地域コミュニ

ティの創造
・住んでて良かったな、と思えるまちへの進化

◎安全でゆとりのある生活空間の創出　
鳩ヶ嶺八幡宮や天竜川を活かした新たな交流の促進
・リニア時代に向けた伊那谷の交通ネットワーク体

系における地域内道路網の整備
・通学路、生活道路の安全の確保
・高齢者にやさしい移動方法の確立
・地域資源を活用した心ゆさぶる観光の推進
・工業、地上産業の活性化

◎豊かな自然と共存し　きれいで住みやすいまち
・積極的な空き家の活用

・ふるさとの川や里山について「学び」「守り」「親しむ」
・住民一人ひとりがゴミの分別・減量化の意識を持

ち、きれいなまち
・歩行者に配慮し、交通事故のない安心して暮らせ

るまち
・ご近所同士のコミュニティを大切にし、犯罪が起

きないまち
・防災意識を高め、住民一人ひとりが助け合えるま

ち
◎人と人がつながり 心身ともに健康な あたたかいまち

・いつまでもいきいきと暮らせる健康なまち
・地域で子育てや介護を支えあう福祉のまち
・子どもが自然の中で自由に遊べる場所づくり
・食文化の継承と創造
・子どもから高齢者まで「スポーツあふれるまち」

の構築

令和８年度 松尾地区のまちづくり 重点目標　～第３次松尾地区基本構想から～
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５
月
１３
日
、
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
総
会
に
先

立
ち
、
松
尾
地
区
功
労

者
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
、
長
年

に
わ
た
り
松
尾
地
区
の

発
展
と
、
明
る
く
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
多
大
な
ご
貢
献
を
い

た
だ
い
た
７
人
の
方
々
に

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。表
彰
さ
れ
た
方
々

は
次
の
と
お
り
で
す
。

松
尾
地
区
功
労
者
表
彰
式

感謝状による表彰
区　名 ご芳名 主なご功績・ご経歴

寺　所 鋤柄　富男さん

まちづくり委員会会長
（Ｒ４～７年度）

まちづくり委員会副会長
（Ｈ31～Ｒ３年度）

寺所区長（Ｈ31～Ｒ２年度）

久　井 平栗　信吾さん 久 井 区 長（ Ｒ ６ ～ ７ 年 度 ）
水　城 久保田　賢さん 水 城 区 長（ Ｒ ６ ～ ７ 年 度 ）
常盤台 小澤　由徳さん 常盤台区長（Ｒ６～７年度）
代　田 平栗　豊久さん 民生児童委員（Ｈ28～Ｒ７年度）
上　溝 桐生美枝子さん 民生児童委員（Ｒ元年～７年度）
水　城 斉藤かほるさん 民生児童委員（Ｒ２～７年度）

令
和
８
年
度
推
進
会
議
役
員

地
域
の
皆
さ
ん
と
よ
り
よ
い
松
尾
を
作
り
ま
し
ょ
う

緑ヶ丘中学校PTA会長
井深祐美（水城）

青少年健全育成部長
山﨑嘉英（寺所）

地域振興部久井区長
北見安弘

地域振興部副部長・清水区長
新井高志

副会長・八幡町区長
松田昌二

地域振興部毛賀区長
塩澤元広

地域振興部寺所区長
小木曽 茂

市議会議員
関島ゆり（毛賀）

財産区管理委員長
中川久雄（新井）

地域振興部常盤台区長
滝上　靖

市議会議員
長谷部春生（城）

飯田市消防団第５分団長
酒井翔太（城）

地域コミュニティ部長
代田孝一（清水）

松尾地区民生児童委員協議会長
西田克美（常盤台）

環境衛生部長
臼井秀明（寺所）

地域振興部城区長
木下雅夫

地域振興部副部長・水城区長
牧野内 功

松尾小学校PTA会長
柾洋二郎（清水）

健康福祉部長
小澤康茂（常盤台）

地域振興部上溝区長
伊藤博隆

地域振興部部長・明区長
齊藤満士

副会長　基本構想推進担当参事
恩田嘉博（清水）

地域振興部代田区長
後藤浩之

地域振興部新井区長
代田　稔

市議会議員
大平雲龍（城）

日赤奉仕団松尾分団長
原 智保美（常盤台）

地域安全部長
村松敏孝（八幡町）
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本館委嘱　副委員長
酒井成彦（上溝）

本館委嘱　副委員長
三浦智生（毛賀）

分館選出　委員
山口千津子（上溝）

分館選出　委員
代田和彦（清水）

本館委嘱　委員
松原倫子（新井）

本館委嘱　委員
森本由喜子（上溝）

分館選出　委員
有川義人（久井）

分館選出　委員
林　昌樹（城）

本館委嘱　委員
熊谷吏花（八幡町）

本館委嘱　委員
田中篤志（明）

分館選出　委員
井口成次（水城）

分館選出　委員
林　徳博（八幡町）

本館委嘱　委員
深谷志保（八幡町）

本館委嘱　委員長
伊藤俊光（城）

　本館委嘱　委員長
森本浩之（上溝）

本館委嘱　委員
平澤　剛（代田）

分館選出　委員
青山　徹（寺所）

分館選出　委員
佐々木　豊（毛賀）

分館選出　委員
佐藤一志（常盤台）

本館委嘱　委員長
田中優喜（明）

本館委嘱　副委員長
田口孝俊（城）

本館委嘱　副委員長
村澤城治（常盤台）

本館委嘱　委員
平澤みどり（城）

本館委嘱　委員
前川正博（寺所）

本館委嘱　副委員長
宮下伸一（上溝）

本館委嘱　副委員長
前沢和江（新井）

本館委嘱　委員
平澤昭彦（毛賀）

分館選出　委員
塩澤健二（明）

本館委嘱　委員
片桐雅美（常盤台）

本館委嘱　委員
竹内佳史（清水）

分館選出　委員
松葉敏明（新井）

分館選出　委員
伊藤　修（代田）

公民館活動公民館活動
楽しみましょう楽しみましょう

文
化
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ
委
員
会

総
務
企
画
委
員
会

　

コ
ロ
ナ
明
け
以
降
、
希
薄

に
な
っ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
生
を
目
指
し
「
変

え
る
こ
と
な
く
残
し
て
い
く

こ
と
、
時
代
と
共
に
変
え
て

い
く
こ
と
」
を
念
頭
に
置

き
、
ス
ポ
ー
ツ
事
業
、
文
化

事
業
が
地
域
の
大
切
な
つ
な

が
り
の
場
と
な
る
よ
う
に
事

業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で

い
た
だ
い
て
き
た
「
ま
つ
お

新
聞
」
を
今
年
度
一
新
。
今

ま
で
以
上
に
親
し
み
を
持
っ

て
読
ん
で
い
た
だ
け
る
公
民

館
報
と
な
る
よ
う
に
「
時
代

と
共
に
変
え
て
い
く
こ
と
」

の
一
つ
と
し
て
取
り
組
み
、

今
号
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
小
学
生
・
中

学
生
・
高
校
生
が
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
深
め
る
活
動
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。
小
学
生

が
文
化
祭
で
「
飯
田
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
」
中
学
生
が
親
子

映
画
鑑
賞
会
で
「
こ
ど
も

縁
日
」
高
校
生
が
松
尾
ま

つ
り
＆
ほ
っ
湯
マ
ル
シ
ェ

で
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験

コ
ー
ナ
ー
」
を
企
画
・
運
営

し
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
交
流

を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、

天
竜
舟
下
り
唄
保
存
会
の
指

導
を
受
け
た
小
学
生
が
文
化

祭
で
踊
り
を
披
露
、
高
校
生

ま
つ
お
応
援
隊
チ
ー
ム
が

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
ふ

れ
あ
い
ブ
ロ
ッ
ク
囲
碁
ボ
ー

ル
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
元
気
な
地
域
づ

く
り
に
つ
な
が
る
公
民
館
活

動
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
関
係
役

員
の
皆
さ
ん
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

公
民
館
長
挨
拶

情
報
発
信
を
一
新

松
尾
公
民
館
長　

鎌
倉
　
豊
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分館選出　委員
村松亮彦（毛賀）

分館選出　委員
小倉博明（寺所）

分館選出　委員
菅沼博昭（明）

本館委嘱　委員
藤本亮直（城）

本館委嘱　委員
羽場崎美雪（明）

分館選出　委員
長野善光（常盤台）

丸山賀弘（久井）

砂場栄一（八幡町）

分館選出　委員
山田航太（常盤台）

分館選出　委員
平澤勝峰（明）

分館選出　委員
恩田拓也（清水）

本館委嘱　委員
宮内靖敬（毛賀）

分館選出　委員
福澤信幸（上溝）

本館委嘱　委員長
棚田博士（水城）

今村清志（水城）

鈴木文明（代田）

分館選出　委員
鈴木和孝（清水）

分館選出　委員
松倉進一（城）

本館委嘱　委員
宮川成彦（毛賀）

分館選出　委員
木下孝行（上溝）

分館選出　委員
有川慎吾（久井）

本館委嘱　副委員長
蟹原亮子（代田）

吉川和夫（新井）

塩澤利一（毛賀）

分館選出　委員
宮田芳則（八幡町）

分館選出　委員
吉澤貴弘（水城）

分館選出　委員
小笠原正光（新井）

本館委嘱　委員
木下知代（明）

分館選出　委員
小椋省蔵（代田）

小林幸雄（明）

分館選出　委員
安東康一（代田）

分館選出　委員
佐藤明彦（新井）

分館選出　委員
宮嶋信彦（寺所）

本館委嘱　委員
平栗　猛（城）

分館選出　委員
西林隆治（毛賀）

小川成實（上溝）

竹村英俊（城） 代田陽亮（清水）

分館選出　委員
清水勝志（城）

分館選出　委員
清水　剛（八幡町）

分館選出　委員
有川恵美（久井）

分館選出　委員
黒川　剛（水城）

本館委嘱　委員
小笠原哲也（上溝）

松島基喜（寺所）

金田好男（常盤台）

広
報
委
員
会

分
館
長
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切り取って
冷蔵庫などに

貼ってね
保存版 令和８年度 松尾公民館

年間イベントカレンダー年間イベントカレンダー
やまびこマーチ

：メモ

４月

図書館松尾分館夏の
おたのしみ会

：メモ

８月

みなみ信州駅伝（松尾
ランニングデイ） 
松尾踊ってみよう会

図書館松尾分館冬のおたのしみ会

：メモ

12月

分館役員対象ニュー
スポーツ体験会

：メモ

５月

松尾サイエンススクール

：メモ

９月

公民館報「まつお新聞」
276号発行 
令和８年度松尾地区

二十歳の集い 
分館交流ニュースポーツ大会

：メモ

１月

分館役員交流会
松尾サイエンススクール
分館交流ニュースポー

ツフェス

：メモ

６月

公民館報「まつお新聞」
275号発行 
第91回松尾地区市民

運動会

：メモ

10月

松尾地区文化祭
第64回飯田市公民館大会

：メモ

２月

公民館報「まつお新聞」
274号発行 
親子映画観賞会

いいだ人形劇フェスタ 2026

：メモ

７月

松尾サイエンススクール
松尾地区還暦の会
ぼちぼちさんぽ

飯田市女性バレーボール大会

：メモ

11月

公民館報「まつお新聞」
277号発行

：メモ

３月

分館長 副分館長 副分館長 分館主事 分館副主事 文化委員 スポーツ委員 広報委員
上　溝 小川　成實 井口　圭一 佐藤　陽子 牧内　　誠 山口千津子 福澤　信幸 木下　孝行
久　井 丸山　賀弘 木下　和士 北見美代子 有川　義人 有川　慎吾 有川　恵美
水　城 今村　清志 鎮西　保直 井口　成次 黒川　　剛 吉澤　貴弘
新　井 吉川　和夫 福本美智子 中島　正芳 松葉　敏明 小笠原正光 佐藤　明彦
寺　所 松島　基喜 鋤柄　勝彦 宮内　博久 青山　　徹 宮嶋　信彦 小倉　博明
明 小林　幸雄 田中　宗徳 齋藤　忠美 吉地　良平 塩澤　健二 菅沼　博昭 平澤　勝峰
清　水 代田　陽亮 嶋岡　美樹 代田　和彦 恩田　拓也 鈴木　和孝
城 竹村　英俊 深谷　　博 熊谷　猛文 柴田　祐幸 林　　昌樹 松倉　進一 清水　勝志
八幡町 砂場　栄一 今村　貴幸 桐生　　淳 林　　徳博 清水　　剛 宮田　芳則
代　田 鈴木　文明 片桐　哲彦 安東　康一 伊藤　　修 小椋　省蔵 安東　康一
毛　賀 塩澤　利一 中山　和茂 林　　国博 佐々木　豊 西林　隆治 村松　亮彦
常盤台 金田　好男 今村　周一 佐藤　一志 長野　善光 山田　航太

令和８年度　松尾公民館役員名簿令和８年度　松尾公民館役員名簿
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飯
田
市
消
防
技
術
大
会

飯
田
市
消
防
技
術
大
会

　

飯
田
市
消
防
団
第
５
分
団

飯
田
市
消
防
団
第
５
分
団  

分
団
長

分
団
長      

酒
井
　
翔
太
　

酒
井
　
翔
太
　

　松尾みんなで元気アップ企画委員会では５月９日、地域の財産である鳩ヶ嶺八幡宮を舞台に、世代を越えて松尾
を元気にする取り組みとして、ステアクライミング大会を開催しました。当初は子どもを中心に参加者を募集しまし
たが、当日は大人の飛び入り参加も多く、子どもから大人まで一緒に階段のぼりに挑戦しました。観客から大きな声
援が送られ、会場は笑顔と拍手に包まれました。速さを競うだけでなく、応援する人も参加する人も楽しめることが
魅力のようです。
　顔を合わせ、声を掛け合う機会が少なくなる中、新しいつながりのきっかけになればと願っています。今後も多世
代が集える機会を計画してまいります。

地域の財産を舞台に、世代を超えて松尾を元気に　松尾みんなで元気アップ企画委員会　林　靖人

第2回 ステアクライミング大会第2回 ステアクライミング大会急急階階段段をを
　　駆駆けけ上上がが

れれ！！

● 

約
３０
年
の
歴
史
に
幕 

●

八
幡
山
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の

　
　
　
　
閉
鎖
と
撤
去
に
つ
い
て

　

平
成
６
年
の
開
設
以
来
、
約
３０

年
に
わ
た
り
地
区
の
交
流
の
場
と

し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
八
幡
山
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
は 

、
利
用
者

の
減
少
に
伴
う
維
持
管
理
の
課
題

や
、
自
然
環
境
へ
の
影
響
な
ど
を

考
慮
し
、
関
係
機
関
お
よ
び
地
元

区
と
の
協
議
を
経
て
閉
鎖
が
決
定

い
た
し
ま
し
た 

。
長
年
コ
ー
ス

の
維
持
管
理
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
皆
様
、
そ
し
て
ご
利
用
い
た
だ

い
た
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
６
月
を

も
っ
て
施
設
内
の
テ
ン
ト
や
マ
ッ

ト
な
ど
の
撤
去
作
業
が
完
了
し
ま

し
た 

。

　

先
日
行
わ
れ
た
飯
田
市
消
防
技
術
大
会

で
は
、
選
手
を
は
じ
め
団
員
そ
れ
ぞ
れ
が

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
し
っ
か
り
と
発
揮

し
、
団
員
同
士
の
連
携
や
地
域
防
災
へ
の

意
識
を
高
め
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
も
日
頃
か
ら
地
域
の
皆
様
に
温

か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
お
か
げ
で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
も
松
尾
分
団
は
、
い
ざ
と

い
う
時
の
た

め
に
備
え
た

力
を
高
め
な

が
ら
、
地
域

に
寄
り
添
い

安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り

ま
す
。
引
き

続
き
皆
様
の

結
果
は
次
の
通
り
　【
飯
田
市
大
会
】

ポ
ン
プ
車
操
法

　

第
2
位　

第
5
分
団
自
動
車
班

小
型
ポ
ン
プ
操
法
出
場
班

　

第
4
位　

第
5
分
団
八
幡
積
載
車
班

救
急
操
法

　

第
6
位　

第
5
分
団

 

最
優
秀
番
員
賞

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　
【
最
優
秀
3
番
員
・
牧
内　

滉
真
】

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　
【
最
優
秀
指
揮
者
・
西
尾　

優
希
】

　
【
最
優
秀
2
番
員
・
渡
部　

航
太
】

ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

負けないぞ負けないぞ

77 歳まだまだ頑張るぞー！77 歳まだまだ頑張るぞー！

やっと到着やっと到着きつい～！きつい～！

大会参加者大会参加者

がんばれ～ !!がんばれ～ !!
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目
指
せ
５
目

受
け
継
が
れ
る

花
ま
つ
り

絆
を
深
め
る

伝
統
行
事
と
ス
ポ
ー
ツ

伝
統
行
事
と
ス
ポ
ー
ツ

水城区

新井区

明区

ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
で

交
流
深
め
る

上溝区

一
年
生
を

　
迎
え
る
会

行
わ
れ
る

久井区
　

５
月
１０
日
、
小
学
生
が
久
井
集

会
所
に
集
ま
り
一
年
生
を
迎
え
る

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
数
の
少
な
い
久
井
区
で
は

新
入
生
が
い
な
い
年
も
あ
り
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
６
人
の
新
一
年

生
を
迎
え
ま
し
た
。
フ
ラ
ワ
ー

シ
ャ
ワ
ー
の
大
歓
迎
ム
ー
ド
の

中
、
可
愛
ら
し
い
一
年
生
が
入
場

し
、
堂
々
と
し
た
声
で
自
己
紹
介

を
し
ま
し
た
。
フ
ル
ー
ツ
バ
ス

ケ
ッ
ト
の
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が

り
、
記
念
品
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し

た
。

　

当
日
ま

で
に
六
年

生
の
執
行

部
を
中
心

に
内
容
を

考
え
、
会

場
の
飾
り

付
け
、
記

外
に
も
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

代
田
陽
亮
分
館
長
は
「
順
位
等

　

５
月
２３

日
新
井
区

の
花
ま
つ

り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

本
来
花

ま
つ
り
は

お
釈
迦
様

が
誕
生
し
た
４
月
８
日
で
す
が
、

新
井
区
で
は
小
学
校
子
ど
も
会
の

新
１
年
生
を
迎
え
る
会
に
合
わ
せ

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
釈
迦
像
に
甘
茶
を

掛
け
て
手
を
合
わ
せ
ま
す
。「
保

育
園
で
も
や
っ
た
よ
」
と
い
う
子

ど
も
や
、「
天
上
天
下
唯
我
独
尊
」

を
唱
え
る
人
も
い
ま
し
た
。
作
法

を
知
ら
な
い
子
ど
も
に
は
、
年
上

の
子
ど
も
や
地
域
の
大
人
が
実
際

に
や
っ
て
教
え
て
い
ま
す
。

　

作
法
が
終
わ
っ
た
子
ど
も
ら
は

甘
茶
を
飲
ん
で
お
菓
子
を
も
ら
い

ま
し
た
。
地
域
の
人
た
ち
も
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
日
頃
の
よ
も
や
ま

　

５
月
２４
日
、
天
竜
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
「
伍
組
対
抗
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
日
差
し
が
強
く
気
温
が
上
が

る
中
、住
民
が
一
堂
に
会
し
、チ
ー

ム
の
勝
利
を
目
指
し
て
ペ
タ
ン
ク

で
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

各
試
合
で
は
年
齢
を
問
わ
ず
白

熱
し
た
攻
防
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

好
プ
レ
ー
が
飛
び
出
す
た
び
に
会

場
か
ら
は
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
林
幸
雄
分
館
長
は「
暑
い
中
、

多
く
の
組
合
が
参
加
さ
れ
た
。逆

転
に
次
ぐ
逆
転
の
熱
い
試
合
が
見

　

5
月
31
日
、
松
尾
小
学
校
体
育

館
で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
が

開
か
れ
、
区
民
約
50
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
モ
ル
ッ
ク
と
ワ
ン
バ
ウ

ン
ド
ふ
ら
ば
～
る
バ
レ
ー
を
実
施

し
ま
し
た
。
モ
ル
ッ
ク
は
4
コ
ー

ト
8
チ
ー
ム
で
行
わ
れ
、
参
加
者

は
チ
ー
ム
ご
と
に
作
戦
を
立
て
な

が
ら
得
点
を
競
い
ま
し
た
。
狙
い

通
り
に
ピ
ン
を
倒
す
好
プ
レ
ー
や

思
い
が
け
な
い
大
逆
転
も
見
ら
れ
、

そ
の
た
び
に
会
場
か
ら
歓
声
と
拍

手
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
～
る
バ

レ
ー
で
も
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら

ボ
ー
ル
を
つ
な
ぎ
、
白
熱
し
た
ラ

リ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

競
技
を
通
じ
て
世
代
を
超
え
た
交

流
が
生
ま

れ
、
会
場

は
終
始
和

や
か
な
雰

囲
気
に
包

ま
れ
ま
し

た
。

　

両
競
技

は
後
日
行

わ
れ
る
分

館
交
流
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

の
種
目
で
も
あ
り
、
参
加
者
は
本

番
に
向
け
て
競
技
に
親
し
み
な
が

ら
汗
を
流
し
ま
し
た
。
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代
が
集

い
、
地
域
の
交
流
の
輪
を
広
げ
る

一
日
と
な
り
ま
し
た
。　

　

水
城
囲
碁
ボ
ー
ル
大
会
が
、
６

月
７
日
松
尾
小
学
校
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
区
民
８０
人
が
参

加
し
、
１２
チ
ー
ム
３
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
か
れ
て
試
合
を
し
ま
し
た
。
囲

碁
ボ
ー
ル
と
は
碁
盤
の
マ
ス
目
を

目
が
け
て
１０
個
の
ボ
ー
ル
を
ス

テ
ィ
ッ
ク
で
交
互
に
打
ち
、
縦
や

横
、
斜
め
に
連
続
し
て
並
ぶ
よ
う

に
マ
ス
を
取
り
合
う
競
技
で
す
。

力
加
減
が
難
し
く
ボ
ー
ル
が
場
外

に
出
て
し
ま
う
こ
と
や
、
マ
ス
目
ま

で
届
か
な

い
場
面
も

あ
り
ま
し

た
。
１
球

ご
と
拍
手

や
歓
声
が

出
た
り
、

笑
い
が
出

た
り
楽
し

話
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

伝
承
文
化
委
員
の
丸
山
貞
夫
さ

ん
は
「
昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き

た
由
緒
あ
る
行
事
を
後
世
に
残
し

て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
々
参
加
者
も
減
っ
て
い
ま
す
が
、

参
加
者
に
と
っ
て
大
切
な
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
の
場
と
な
って
い
ま
す
。 

念
品
準
備
を
行
い
ま
し
た
。
優
し

い
気
遣
い
や
頼
り
が
い
の
あ
る
上

級
生
の
進
行
の
お
か
げ
で
、
一
年

生
も
笑
顔
が
あ
ふ
れ
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。人
数
は
少
な
い
で
す
が
、

明
る
く
温
か
な
雰
囲
気
の
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
支
部
長
の
市
瀬

和
寛
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
が
主

体
的
に
動
い
て
い
て
良
い
地
区
児

童
会
に
な
り
そ
う
。
今
後
も
楽
し

み
」と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

ら
れ
た
」

と
語
り
、

住
民
同

士
の
絆
が

深
ま
っ
た

大
会
の
成

功
を
喜
ん

で
い
ま
し

た
。 

ん
で
プ
レ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。

「
次
は
こ
こ
を
狙
お
う
」
と
声
を
掛

け
合
い
な
が
ら
ゲ
ー
ム
が
進
み
、

終
盤
は
相
手
チ
ー
ム
と
駆
け
引
き

が
熱
く
な
り
碁
盤
を
皆
で
覗
き
込

む
姿
も
あ
り
ま
し
た
。
区
の
今
年

度
最
初
の
行
事
は
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
親
睦
を
深
め
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
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清
水
区
初
行
事

ボッチャ
大
会
！

晴
天
に
映
え
る

ペ
タ
ン
ク
大
会

清水区

代田区

常盤台区
　

５
月
１６
日
、
常
盤
台
区
で
開
か

れ
た
ペ
タ
ン
ク
大
会
に
は
、
地
域

住
民
ら
が
参
加
し
、
強
い
日
差
し

が
照
り
つ
け
る
暑
い
日
の
中
で

も
、
笑
顔
で
競
技
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

砂
地
の
コ
ー
ト
で
は
、
狙
い
通

り
に
球
が
止
ま
る
と
歓
声
が
上
が

り
、
惜
し
く
も
外
れ
る
と
肩
を
落

と
し
て
悔
し
が
る
姿
も
見
ら
れ
ま

し
た
。
参
加
者
た
ち
は
互
い
に
声

を
掛
け
合
い
な
が
ら
プ
レ
ー
を
続

け
、
世
代
を
超
え
た
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

金
田
好
男
分
館
長
は
「
み
ん
な

で
楽
し
ん
で
親
睦
を
深
め
て
ほ
し

い
」
と
話
し
、
会
場
は
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
冷
た
い
飲
み
物
を
手
に
休
憩

　

４
月
１１
日
、
前
日
の
大
雨
が
嘘

の
よ
う
に
晴
天
に
恵
ま
れ
、
賑
や

か
な
お
囃
子
が
響
き
渡
る
中
、
獅

子
舞
稚
児
踊
り
の
地
区
内
巡
行
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

代
田
区
の
獅
子
舞
は
約
１
４
０

年
程
前
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
、
全

国
的
に
見
て
も
珍
し
い
屋
台
が
付

　

５
月
２４
日
、
清
水
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
で
今
年
度
初

行
事
の
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
は
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、

天
候
の
問
題
、
熱
中
症
対
策
の
観

点
か
ら
屋
内
で
の
競
技
を
検
討

し
、
今
年
は
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
24
人
の
参
加

で
6
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
各
チ
ー

ム
３
試
合
を
対
戦
し
ま
し
た
。

　

ボ
ッ
チ
ャ
は
、
障
が
い
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
誰
で
も
楽
し
め
、
戦

略
性
が
非
常
に
高
い
ス
ポ
ー
ツ

で
、
室
内
版
ペ
タ
ン
ク
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

試
合
は
、
相
手
チ
ー
ム
の
玉
を

跳
ね
飛
ば
し
た
り
、
力
余
っ
て
場

外
へ
飛
ば
し
た
り
と
、
選
手
も

ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
一
喜
一
憂
す
る
試

合
展
開
に
「
ま
か
せ
ろ
！
」「
あ

れ
？
」
な
ど
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
そ
の
声
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

外
に
も
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

代
田
陽
亮
分
館
長
は
「
順
位
等

合
っ
た
お
囃
子
、
こ
の
伝
統
あ
る

獅
子
舞
稚
児
踊
り
を
代
々
受
け
継

い
で
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し

た
。

は
決
め
ず
、
体
験
と
交
流
を
目
的

と
し
た
。
み
ん
な
で
盛
り
上
が
り

良
か
っ
た
」と
語
り
ま
し
た
。

い
た
獅
子
で
あ
り
、
な

か
で
も
目
を
引
く
の
が

稚
児
踊
り
で
す
。

　

代
田
区
の
小
学
２
〜

６
年
生
の
女
児
９
人
が

３
月
中
旬
よ
り
練
習
を

重
ね
、
本
番
で
は
華
や

か
な
衣
装
で
稚
児
踊
り

を
披
露
し
観
客
を
魅
了

し
ま
し
た
。

　

４
年
生
の
関
島
百
萌

花
さ
ん
は
「
練
習
は
大

変
だ
っ
た
け
ど
本
番
は

と
て
も
楽
し
か
っ
た
。

新
し
い
お
友
達
が
で
き

た
こ
と
が
嬉
し
か
っ

た
」
と
話
し
、
井
上
悦

孝
保
存
会
長
は
「
稚
児

踊
り
の
華
や
か
さ
や
勇

壮
な
獅
子
舞
に
息
の

を
取
る
場
面
も
あ
り
、
参
加
者
か

ら
は
「
暑
さ
を
忘
れ
る
ほ
ど
夢
中

に
な
っ
た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
、

地
域
行
事
と
し
て
の
一
体
感
を
感

じ
さ
せ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広

い
世
代
が
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

魅
力
満
載
！

魅
力
満
載
！
２１２１
の
ク
ラ
ブ
活
動

の
ク
ラ
ブ
活
動　
村
松
　
亮
彦（
毛
賀
区
）

 　

同
じ
趣
味
を
持
っ
た
仲
間
が
集
ま
り
、
わ
い
わ
い
と
楽

し
み
な
が
ら
心
と
体
を
豊
か
に
し
て
い
く
ク
ラ
ブ
活
動
。
毛

賀
に
は
そ
ん
な
魅
力
的
な
ク
ラ
ブ
活
動
が
２１
も
あ
り
ま
す
。

５
月
９
日
の
代
表
者
会
議
で
現
状
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
若
い
人
に
入
っ
て
ほ
し
い
。
会
員
を
増
や
し
た
い
」
と
い

う
の
が
多
く
の
ク
ラ
ブ
の
希
望
で
、
運
動
系
の
ク
ラ
ブ
は

「
毛
賀
地
区
に
住
ん
で
い
な
く
て
も
大
丈
夫
」
と
の
こ
と
で

し
た
。
二
つ
の
ク
ラ
ブ
が
昨
年
度
で
活
動
を
終
了
。「
高
森

か
ら
指
導
者
が
来
て
く
れ
て
い
る
が

高
齢
な
方
な
の
で
、
来
ら
れ
な
く

な
っ
た
ら
終
わ
り
か
も
」
と
存
続
心

配
の
発
言
も
あ
り
ま
し
た
が
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
楽
し
み
に
活
動

し
て
い
る
様
子
が
、
参
加
者
の
言
葉

や
表
情
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
年
の
文
化
祭
・
芸
能
祭

で
の
発
表
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

「
楽
し
い
」
が
一
番
！

「
楽
し
い
」
が
一
番
！  　
代
表
　
松
倉
　
進
一（
城
区
）

　

私
た
ち
は
、
城
区
で
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド

ふ
ら
ば
〜
る
バ
レ
ー
を
楽
し
む
愛
好

家
サ
ー
ク
ル
G
I
・
J
o
e（
ジ
ー
ア

イ
・
ジ
ョ
ー
）で
す
。
発
足
か
ら
１０
年

を
数
え
、
現
在
で
は
小
学
生
か
ら
５０
代

ま
で
世
代
を
超
え
た
３８
人
の
会
員
が
在

籍
し
て
い
ま
す
。
毎
週
、
松
尾
小
学
校

の
体
育
館
で
練
習
に
励
み
、
各
地
で
行

わ
れ
る
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

　
「
誰
も
が
楽
し
く
体
を
動
か
せ
る
こ
と
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

時
に
は
焼
肉
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
会
員

同
士
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

本
競
技
で
使
用
す
る
の
は
、
お
む
す
び
型
の
変
形
ボ
ー
ル

で
す
。
バ
ウ
ン
ド
後
に
予
測
不
能
な
方
向
に
跳
ぶ
ボ
ー
ル
を

追
い
か
け
る
時
間
は
と
て
も
楽
し
く
笑
い
が
絶
え
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。今
後
も
心
身
の
健
康
維
持
の
た
め
「
楽
し
む
」

を
最
優
先
に
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

地域の絆〜サークル活動レポート〜地域の絆〜サークル活動レポート〜
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ひ
ろ
ば

ひ
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深
緑
の
初
夏
仕
事

柄
夜
中
に
喬
木
や
上

久
堅
へ
配
達
に
行
く

こ
と
が
あ
る
。
近
年

よ
く
お
目
に
か
か
る

の
が
キ
ツ
ネ
。
数
年

前
は
全
然
見
な
か
っ
た
キ
ツ
ネ
を

最
近
は
松
尾
で
も
見
る
機
会
が
増

え
た
▼
タ
ヌ
キ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
な

ど
も
見
か
け
る
。
ハ
ク
ビ
シ
ン
は

果
樹
や
農
作
物
を
荒
ら
す
害
獣
と

し
て
人
間
に
も
嫌
わ
れ
て
い
る

が
、
彼
ら
は
昼
間
は
ど
こ
に
居
る

の
だ
ろ
う
か
？
▼
松
尾
と
標
高
の

違
う
喬
木
や
上
久
堅
で
は
出
会
う

動
物
も
ま
た
違
っ
て
く
る
。
喬
木

で
は
鹿
の
成
獣
を
見
か
け
た
。
バ

イ
ク
の
明
か
り
に
反
応
し
て
す
ぐ

に
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
▼
上
久

堅
で
は
道
路
の
側
溝
の
隙
間
か
ら

ヌ
ウ
ッ
と
頭
を
出
し
た
と
思
っ
た

ら
ス
ル
ス
ル
っ
と
身
体
が
出
て
き

て
ヒ
ョ
コ
ヒ
ョ
コ
と
走
っ
て
姿
を

消
し
て
し
ま
っ
た
。
今
の
は
何
？

す
ご
く
可
愛
か
っ
た
ん
だ
け
ど
？

と
思
い
ス
マ
ホ
で
調
べ
た
ら
、
イ

タ
チ
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
▼

日
の
出
前
は
フ
ク
ロ
ウ
や
ホ
ト
ト

ギ
ス
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る
。
田

植
え
の
時
期
田
ん
ぼ
を
覗
く
と

シ
ョ
ウ
サ
ン
の
仲
間
の
イ
モ
リ
を

見
つ
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
天
竜

川
の
堤
防
を
歩
く
と
、
ウ
グ
イ
ス

の
さ
え
ず
り
や
キ
ジ
の
鳴
き
声
が

聞
こ
え
る
。
鴨
も
飛
ん
で
い
る
▼

さ
え
ず
り
を
覚
え
た
ば
か
り
の
ウ

グ
イ
ス
の
声
が
「
ポ
ー
ポ
テ
ト
」

と
聞
こ
え
る
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う

か
… 松　 風

（公民館 2階）

本のリクエストも
受けつけています。

開館日 
水曜 午後１～５時
土曜 午前 10～午後５時
日曜 午後１～５時

＊
松
尾
公
民
館
総
会

　

４
月
２４
日
、
松
尾
公
民
館
総

会
が
行
わ
れ
、
令
和
７
年
度
事

業
報
告
等
が
承
認
さ
れ
た
。

＊
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

　

５
月
１０
日
、
松
尾
小
学
校
体

育
館
で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験

会
が
行
わ
れ
、
分
館
役
員
を
中

心
と
し
た
約
８０
人
が
、
ボ
ッ

チ
ャ
と
モ
ル
ッ
ク
の
体
験
を

行
っ
た
。

＊
松
尾
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

　

６
月
１３
日
、
松
尾
公
民
館
で

松
尾
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
が

行
わ
れ
、
巨
大
空
気
砲
の
体
験

と
空
気
て
っ
ぽ
う
の
製
作
を
約

３１
人
の
親
子
が
楽
し
ん
だ
。

＊
分
館
交
流

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

　

６
月
１４
日
、
飯
田
市
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
第
１
体
育
館
で

分
館
交
流
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
が
行
わ
れ
た
。
分
館
交

流
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
ワ
ン
バ
ウ
ン

ド
ふ
ら
ば
～
る
バ
レ
ー
大
会
、

一
般
参
加
の
ふ
れ
あ
い
ブ
ロ
ッ

ク
で
は
モ
ル
ッ
ク
大
会
が
行
わ

れ
、約
3
７
０
人
が
参
加
し
た
。

＊
分
館
役
員
交
流
会

　

６
月
１９
日
、
松
尾
公
民
館
で

分
館
役
員
を
対
象
と
し
た
分
館

役
員
交
流
会
を
実
施
。
分
館
役

員
同
士
が
情
報
交
換
を
行
い
、

分
館
事
業
で
工
夫
し
て
い
る
点

や
悩
み
事
を
共
有
す
る
機
会
と

な
っ
た
。

　
今
年
度
の
市
役
所
人
事
異
動
に
よ
り
新
し
く

5
人
が
着
任
し
ま
し
た
。

〈
転
入
〉

〈
転
出
〉

セ
ン
タ
ー
所
長　

丸
山　
　

宏
（
監
査
委
員
事
務
局
）

セ
ン
タ
ー
職
員　

鈴
木　

慎
司

（
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り
）

セ
ン
タ
ー
職
員　

平
栗
友
佳
梨　
　
　
（
下
水
道
課
）

保
健
師　
　
　
　

西
尾　

裕
子

（
上
郷
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
）

公
民
館
管
理
係　

近
藤　

真
里　
　
　
（
鼎
公
民
館
）

新
聞
か
わ
り
ま
し
た

　

今
号
よ
り
、
Ａ
４
版
に
し
、
レ

イ
ア
ウ
ト
を
変
え
て
、
松
尾
の
記

録
を
未
来
へ
繋
ぐ
館
報
と
な
り
ま

し
た
。

　

新
し
く
な
っ
た「
ま
つ
お
新
聞
」

を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

ご
意
見
・
ご

感
想
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
取

材
依
頼
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
職
員
異
動

自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
職
員
異
動

セ
ン
タ
ー
所
長

牧
内　

正
雅

セ
ン
タ
ー
職
員

上
倉
健
太
郎

保
健
師井原　

千
花

セ
ン
タ
ー
職
員

関
島　

浩
紀

公
民
館
管
理
係

清
水　

二
葉

感想・情報QR


